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令和８年７月27日（月）

東京の農林水産業振興に向けた
専門懇談会 林業部会

（第１回）



01. 東京の森林・林業について

森林・林業を取り巻く状況について

森林の概要について

・ 東京都内の人工林

・ 林業従事者数

・ 多摩産材の出荷量

・ 丸太価格

・ 森林サービス産業



森林の概要について

多摩地域

島しょ地域

人工林 天然林 未立木地等

多摩 30,763 20,354 540 1,182 52,839

島しょ 3,274 14,754 1,143 6,521 25,692

計 34,036 35,107 1,684 7,704 78,530

民有林面積 国有林 計

[ha]

〇 東京には、約79,000haに及ぶ森林が広がり、そのうち、多摩地域にはスギやヒノキ等からなる

 人工林のほか、多様な樹種で構成される天然林

〇 島しょ地域には天然林を主とした森林があり、島ごとに特徴ある景観を形成

区分

（注）各計と各内訳は四捨五入の関係で合わない場合がある。
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■ 人工林の面積

森林・林業を取り巻く状況について

〇 多摩地域の人工林の多くは利用されず、蓄積量が増加

〇 現在は木材として利用可能な５０年生以上の人工林が

 約８割を占める

東京都内の人工林 林業従事者数

〇 都内の林業従事者数は、平成17年まで継続的に減少

〇 平成22年から集計方法が改定され単純な比較はできな

 いものの、令和2年には358人まで回復

〇 伐採の加速に向け、更なる担い手の確保が必要

■ 林業従事者数の推移

出典：国勢調査
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森林・林業を取り巻く状況について

多摩産材の出荷量

■ 多摩産材出荷量の推移
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令和７年度 多摩産材出荷量

28,221㎥

Ａ材（建築用材等）16,875 ㎥

B材（合板用材等）609 ㎥
C材、D材

（チップ材等）10,737 ㎥

公共施設 床材等 民間住宅 構造材等

内装（壁）材 木質チップ

〇 都は、平成18年から花粉発生源対策として成長したスギ・

ヒノキを伐採し、花粉の少ないスギ等への植替えを開始

〇 令和17年度には多摩産材の出荷量42,000㎥を目指す

（R17目標）

42,000

（R7実績）

28,221
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森林・林業を取り巻く状況について

丸太価格

〇 原木市場の市売り価格によると、丸太（柱もの）の価格

 （１㎥当たり）は､平成元年から17年まで継続的に低下

〇 近年は、スギが10,000円前後、ヒノキが20,000円前後で

 横ばいに推移

[円/㎥]

[年]

～H9：吾野原木センター市売価格

H11～：多摩木材センター市売価格

柱もの：3.0m×14～18cm

森林サービス産業

〇 森林空間が生み出す恵みを活用した「健康」「観光」

 「教育」等に関わるサービスを地域内で複合的に生み

 出す産業

〇 都内においては、檜原村と奥多摩町が「森林サービス

 産業推進地域（国の制度）」に登録

■ 丸太価格の推移

森林サービス産業白書
（森林サービス産業白書編集委員会）

スギ

ヒノキ



02. 意見交換のテーマ

女性など多様な人材の活躍による林業の活性化

ForesTech等による生産力の強化

多摩産材の価値を高める効果的なプロモーション

森林所有者の利益につながる森林の多様な活用



女性など多様な人材の活躍による林業の活性化

現状

〇 都内の主伐作業班は、近年10班前後で横ばい。出荷量増加に向け、作業班の確保が必要。

〇 都内の保育作業班は、近年10～20班で推移。保育面積は年々増加しており、作業班の確保が必要。
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[㎥] ■ 多摩産材出荷量と主伐作業班 [班] ■ 東京都の花粉発生源対策事業

における保育面積と作業班
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✓ 女性や他業種の人も参入しやすい労働環境の整備

✓ 林業経営体や従事者を経済的に支援する仕組みづくり

課題

女性など多様な人材の活躍による林業の活性化

林業現場での活躍（イメージ） 労働環境の整備（イメージ）

361

458

0 100 200 300 400 500

林業従事者

全産業

■ 全国の林業従事者の年間平均給与

[万円]

（令和７年度森林・林業白書）

■ 都内の林業従事者における女性の割合

約３％約46％

全産業

林業

全産業 林業

女性：５（人）

男性：185（人）男性：4,651（千人）

女性：3,968（千人）

（令和７年度東京都林業
労働力実態調査）

（労働力調査：令和7年平均）



ForesTech等による生産力の強化

現状

〇 伐採搬出の現場への林業機械の導入は増加傾向。一方で、保育現場での省力化は遅れている。

〇 森林クラウドなど、関係者が森林情報等を共有するシステムはあるものの、活用しきれていない
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■ 都内の林業経営体における機械保有状況[台]
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４輪多関節型作業機械
（Ｒ６年７月導入）

タワーヤーダ
（Ｒ５年４月導入）

■ 都内で導入されている先進林業機械

ＩＣＴハーベスタ（ストローク式）
（Ｒ７年１月導入）



✓ 生産力の強化につながる作業効率の向上やDXを一層推進

✓ データを基盤とした情報共有と利活用

課題

■ 情報の共有・活用（現状のイメージ）■ 保育作業

下刈 つる切り

枝打 間伐

ForesTech等による生産力の強化

省力化の可能性



36.1% 8.3% 16.7% 11.1% 11.1% 11.1% 5.6%

住宅 内外装（壁・床材・庭など） テーブル、椅子、ソファなどの家具

収納家具（棚、タンスなど） 食器、キッチン用品 文具、おもちゃ、こども用品

アクセサリー

21.3% 15.9% 25.5%

2.2%

8.5% 17.1% 8.5%

1.0%

耐久性が低い 手入れが難しい 高価、コスパが悪い
デザインが良くない 自分にふさわしくない 欲しい、必要と思うものがない
木を切ることが良いこととは思わない その他

■ 東京で育てられた木をどのように使いたいか？

■ 東京で育てられた木をなぜ使わないのか？

使いたいと思

う, 36.7%

使いたいが使わ

ない, 7.4%

使いたいと思

わない, 5.2%

使うことに関

心がない, 

23.7%

わからない, 

27.0%

✓ 「とうきょうの木」商品の充実と流通強化

✓ 消費者に近い販売業者に対し、商品の魅力を訴求するプロモーションを展開

多摩産材の価値を高める効果的なプロモーション

現状

〇 とうきょうの木®の認知度は低い（１３％程度）

〇 ３人に１人が東京で育てられた木を使った商品を使いたいと考えている

■ 東京で育てられた木を使いたいか？

課題
令和８年５月Webアンケートマクロミル「Questant」調査

（とうきょうの木広報事務局）



多摩産材を含む国産木材の需要創出に向けた取組

MOCTION
（モクション）

TOKYO MOKUNAVI
（モクナビ）

WOODコレクション
（モクコレ）

〇 多摩産材など国産木材の活用に向

 けた魅力発信拠点

〇 東京の木多摩産材を使った新たな

 オフィス空間を提案

〇 全国各地と連携した国産木材の

 展示スペースにて商談機会を提供

〇 とうきょうの木の魅力や東京の森

 の豊かさを発信する情報発信拠点

〇 ショールームにおいて、企画展や

 ワークショップ、トークショーな

 ど、様々なイベントを開催

〇 森や街においてもイベントを開催

〇 東京都と日本各地が連携した木材

 製品展示商談会

〇 日本各地の多彩な事業者による自

 慢の木製品の展示・販売に加え、

 森林・林業の未来を体感できる企

 画展示を多数実施



現状

〇 森林は主に木材生産の場として活用

〇 木材生産以外の活用においては、民間主導の取組が少ない

課題

✓ 木材生産に留まらない森林の多面的な活用

✓ 民間主導による森林サービス産業の充実

森林所有者の利益につながる森林の多様な活用

MOKKI NO MORI
（檜原村・東京チェンソーズ社有林）

東京都檜原都民の森
（檜原村）

セラピーロード
（奥多摩町）
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